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の調整問題とか土地所有権制限の議論などがそれである。たとえぽ Roberじ Arr.ago，Pierre 
RouverOllX， L'estimation des biens rul副叫 Peri-urbains，ag7プ叩leset forestiers， Libra-
























フラ:/7.の農業地帯は通常，数多くの小農業地域 petitesregions agricoles 
に区分されるが，本稿 Cは土地所有関係，賃労働関係などの諸指標から第1図
のように 7つの農業地帯に大別した。ここでは，まず 11975年 EC農業構造統
一調査 Enqu色tecommunautaire sur les structures des exploitations agricole 
en 1975)に基づき，各農業地帯の特徴を木稿の課題に即して要約しておとうω







































の統計は Ministerede l'agriculture，畠atistiqueagricole， Supplement， etude nロ93.19世紀
後半の土地所有構造の地接的特徴については Robert工A.urant，L白 cadresde la production 
agricole propriete et V10de d'xploitation，正listoire釦onomiqueet sociale d.訟laFテ'ance，
Tome III， vol I， PUF， 1976， pp. 629-661。





言十 1314 22.4 55.2 46.7 16.2 44.3 55.7 
借地 パリ盆地北部 110 33.7 79.7 69.3 24.0 57.8 42.2 
調担 パリ盆地南部 151 39.0 66.0 54.6 19.8 60.0 40.0 
農帯 西 部 303 18.7 67.0 58，1 10.9 18.5 81.5 
'*'地|東部|"
24.3 65.8 47.4 8.4 29.2 71.8 
間帯南東部 215 19.4 55，4 38，8 8.9 27.6 72.4 
20.7 40.5 26.6 14，3 44.5 55，5 
地中海沿岸 159 12.1 25.8 23.1 35，0 89，5 10，5 
注1) 経営面積 (surfaceagri∞le utit山田〉とは，農地面積〈四rla但 agricoleutile)よりやや狭
( ，これから建物，中島非生産的荒ぶ地を除外した農用地.
2) 小作経営とは.雷管借に係わる全ての経営で純小作経営と混合(向小i乍〉経営の合計。













5) 1967年10月のデク νdecretにより，西部一一具体的にはブルターユュ Bretagne は「農村
刷新地域 leszones de r白ovationIuralJの一つに指定されてゐ降.r離農奨励終身年金 Indem
mはと Viagerede Departj CJ:特倒措置な万問有の庭業施策が実施きれてきた. Dp.[暗"atlOna 
Am白""em田口 duTerriuoiて'eet a l'Action Regionale， La toliti明 ed amenalPment品4
'e門官oire，1970， pp. 73ー-70
























め この地中海北惇地帯の二1図的精造については，拙稿，前掲論文， 65-66へー シを参照。
7) 現代フランス農業の土地所有構造の地棋的特慣を分析したものとして，とりあえず止の文献を
参照されたいo Andre Brun， L'evolution du prix de la terre et de la 詰partitionde la pr砂
priete fnt1r'jèr~ agricole. &抑O叩 eRural. n'95， 













| 議室主音り 1963-1970年 1970-19何年蓋
1963年 1970年 1977年 書事自作地小作 輔自作地小作地
フランス ha ha 24hz a|13れ4a z hoa 1.h4a113h9 a ha ha 16.9 20.3 2.0 1.9 
借地 ハリ盆地北部 25.7 29.0 35.4 3.3 1.2 2.1 6.4 2.8 3.6 
地 パリ盆地南部 26.8 32.5 41.0 5.7 3.0 2.7 8.5 3.8 4.7 
農帯 西 部 14.2 16.5 19.8 2.3 1.3 1.0 3.3 1.8 1.5 
中地 東 19.1J 25.3 4.0 1.9 2.1 5.4 2.4 3.0 
間帯 南 東 部 15.2 17.8 21.5 2.6 1.3 1.3 3.7 1.8 1.9 
f長白下地帯
19.1 2.0 0.9 3.7 3.2 0.5 
地中海沿岸 11.3 12.9 14.6 I 1.6 0.8 0.8 1.7 1.1 0.6 
注) 1町7年の EC農業経首構造調査では，経営面積(第1表の注参照)で集計されているので，
197つ年との厳密な統計上の連続性はない。しかし，197T年の建物，水路面積340千ha，非生産的
荒農地 980千 h，の計 132C千ha(フランスの農地面積の43判1で相対的比重カミ小さいと考え，
①ょの 1320千 haが 1970年の各農業地帯の分布と同一であり， ②各農芽制』帯では， 1977年目
経営面積の定義の自作地小作地割合と同様に分布していると仮定し，畳地面積に修lEl.， 算出
し7こ。
出所 Ministere de l'agriculture， Enque白 auxo sur les ι対oitationagricole en 1968 
Recensement g.如eral品 l'agruτdture1970-1971. Collection de statistique agtτCO 
le. etude. n"189. 1980 
現代プランスにおける農d也の流軍出とその地域的展開 (221) 101 
だが，平均農地面積の噌加程度は地域的にかなり不均等である。たとえば，


























競争がある一一ー が.70年代を通じて，ノ、リ盆地南部に南進しつつあるという.D. Barthelemy， 
A. M. Gogue， J.C. Montasier， L. V町cloja，Pas-de-p01すeetfonds♂向trepnse向 agricul.
ture， Document de recherc占es.n 020， 1979， p.31 





力をえて実施した『農業賃貸借に関するア Y ケート調査結果(以下， r賃貸借








フランス 計 100.0% 10.7% 9.2% 3.8% 6.2% 13.5f~ 56.1% 
借地 パリ盆地北部 100.0 14目1 9.0 2'2 9.1 17.2 48.4 
地 ハリ盆地南部 100.0 11.6 12.7 2.1 6.2 15.2 52.2 
農借 西 昔日 100.0 12，2 6.0 3.2 5.7 12.2 60.8 
11.5 9.4 3.7 13.1 30.1 32.2 
間帯南 東 部 100.0 12.0 9.2 5.4 6.6 10.7 56.0 
民|南西部 11000 8.4 10.7 3.0 4.2 12.4 61.3 
地中海拍岸 100.0 6.1 9.9 7.3 4.7 7.5 64.5 
庄1) rその他の移動]の項は，被輩の農地移動をおζなった経営〔たとえば小洋地借入と購入). 
2) 農地移動の経営件数の比率a
出所 Ministere de l'伊gricu1ture，Rおultatsde l'朗 queteStff Zes exploitations agricole師
location (1970)， Etude nO 153， 1977 
10) プルターニュ(西奇心の小作地取は自由年には66.2%を占め，ハリ盆地よりも高〈全国の最
高水準にあったが，それ以降漸減傾向にあり， 1977年には 51.3%になっている。なお.D バノレ
トレミーらの共同研究ではリ盆地と西部の賃貸借関聞の相異について，農地の貸し手の数，
建物所有の有無などから比較検討している。 Ibid.， pp. 57-62 
11) Ministere de l'agricu1ture， C.ヒ)llectionsde statistique agricole， etμde ぜ 153，1977 
全国で13，000小作経営の抽出調査(抽出辛約2%)。
現代フランスにおける農地の流動化とその地域的展開 く223) 103 
数ばフラゾス全体で43.63ぜあり(複数の農地移動をしたものは13.5%)，残りの









では「農地購入 achatde parcel1es jもかなりみられるものの， I小作地借入
prise en location de parcellesjが広範に展開している。また，ここでは「農














構造がドラスチツグに変動していることについては].P. Regad-Pellagru. M. Thiriet， L'e 
四回開edelaBc叫gogneet de la Franche C.切nte.198は.p，九 187-215参照。



















計 純白作純小作 自小作 百十 純白作純小作自小作
~t |ム16傍訓明ム.40.7% 8明|ム17.3%ム即%.6，22.5% h.21.7% 
10ho未満 ム18.6 618.4 ム42.2 ム 5.0 ム26.9 ム16.1 ム34.6 ム47.4
10~20ha ム26.9 ム36.8 648.0 ム 6.3 623.1 ム 7.3 631.6 ム30.2
20~50 ha ム 6.2 ム30.9 ム35.3 28.6 ム 2.9 10.1 ム11.8 ム 4.5
50"，，-，100 hn 9.8 628.0 ム31.3 19.7 14.4 17.6 ム 0.5 18.1 
100ha以上 15.3 ム26.7 ム26.9 67.3 19.2 20.5 8.2 20.7 
出所 Ministere de l'agriculture， En伊 atean Ho sur les exTloitatian ag1τ'cole en 1963 
R'町'censeme，のntgeneral de l' a.帽z唱IP門τ官'cult印ur.問v叩'e1970-1971. EC， Com 間叩z
s山かτCザ[，昨，r抑f開eQザ/α暗gn川τ官抑C日ul山d占t却u叩r悶'alholdi削n暗2羽削~gs 1975 




















13) フラ γスの農業経営数は， 1962年の約190万から1977年の約127万へと63万経営が減少。飴也面








資本主義経営に， 5.，10 ha周は半プロ農民層 pay田n-Ollvnerに対応していると考えてよい。〈
わし〈は，拙稿，前掲論文， 64ヘ ジ参照。
106 (226) 第130巷第3.4号
第 5表農業地帯別下層農 (5~10ha 層〕の土地保有形態の特徴 (1970年〉
叩経営一 |一一の吋
計 純自作純小作自小作霊童自作地小作地主皇
プラン九 平均 1100.0 45羽山%43判 8.3ha 5.9ha 2.4ha 担 9%
借地 パリ盆地北部 100.0 24.8 24.4 50.8 7.5 3.4 4.1 54.7 
地 パリ盆地南部 100.0 40.5 11.8 47.7 7.8 5.5 2.3 29.5 
農帯 酉 部 100.0 33.6 26.0 40.4 7.9 4.3 3.6 45.6 
2.8 5.6 1.9 25.3 
間帯南東部 100.0 47.1 9.3 13.6 I 8.5 6.5 2.0 23.5 
地南西部 100.0 59.0 10.3 6.9 1.6 18.8 
f農自F帯地中海沿岸 l| 1000 6.9 34.0 I 9.6 7.9 1.7 17.7 

















現代フランスにおける艶伽流動化とその地域的展開 (227) 107 
第6衰借地農地帯D農地貸付者自性格 (1968-1969農業年度〉
個 人
農業者 労働者 羅甜」営二業者 管中上理級職 その他
その他
言十 自治体
フランス平均f1師物 27.9% 15.0% 10.0% 8.7~百 即刻 4叫 4明
パり盆地北部 100.0 28.4 10.7 13.5 12.0 26.1 4.1 5.2 
パリ盆地南部 100.0 29.0 13.4 10.6 7.8 30.3 4.7 4.2 
西 部 100.0 33.2 14.6 9.6 9.2 28.2 1.8 3.4 
注) r農業者」には，農業労働者を，個人の「その他」には，無職，不明を， また，右端の「そ
の他」は企業所有を含めているロ





































言十 。^-'Zha未満 2~5ha 5~lO ha 1O~20ha 20ha以土
フランス平均 100.0，9百 57.4% 20.2;百 9.9% 6.6% 5.8.9百
パリ盆地北部 100.0 59.5 2日4 9.4 5.8 4.9 
パリ盆地南部 100.0 52.4 20.8 11.2 6.9 8.6 




出所 Minis北仕ede l'agriculture，Statutique agricole，品川'e，n 0153， 1977 
16) r賃貸借アシケート』によれば，血韓関需に基づく賃貸借は22.1%，残りが第三者間の賃貸惜





の貸し手の規模は， 2ha 未柄下圧倒的に多く邑7.4%，つづいて 2~5ha 未満が




様であるが， 主〈にパリ盆地北部でほ 2ha 未満が全体の59.5%を占めており，
その傾向は他地帯と比べて顕著であるo ζれに対して，西部やパリ盆地南部で













18) 貸付規模は「小作単位 u阻止 delocati叩」り規模である. この定議は第7衰の注を参照. な
お，フランス全体の小作単位数は2866方で， 複数の小作単位をもつ齢由の賀L手は例外的
その殆んどカが"小作単位であるとLい、寸う BrunoRajaud， Les echanges de bi叩sfonc治"，
Cont門hutiona uneρolitique fi酔1ciere，CNASEA， 1978， p. 179 
19) フランスの島由所有が.20世紀に入り細分化されてきていることは論者も指摘している。
Henri de Farcy， Jacques Gastaldi， La ρ叩少吋'eteag門Cι'[e.PUF， 1978， pp. 20-21 
20) プルタ ニェでは，職業を持たない貸し手の平均規模は 11.1 haで， 他地帯と比較してかな






平均 1i 100006 16216 18M0 659M1|1日h3a 74h0a I 552 Z 
借地 ハリ盆地北部 100.0 5.7 22.2 72.1 171.8 51.1 120.7 70.3 
地 ハリ盆地南部 100.0 12.4 19.5 68.1 156.6 67.0 89.6 57.2 
農帯 西 部 100.0 18.1 19.9 62.0 136.5 61.2 75.3 55.2 
中地 東 部 100.0 8.1 11.8 65.0 77.2 54.3 
閣帯 南 東 部 100.0 24.2 24.1 51.7 I 158.2 79.8 78.4 49.6 
{農白乍地帯
36.4 12.0 51.6 I 164.3 111.8 52.5 32.0 
地中海沿岸 100.0 38.0 14.1 47.9 I 231.9 137.3 94.6 40.8 
出所 Min謁terede l'agriculture， R，目的-z.sementgeneral de l'agriculture 1970-1971 
の集積に比重を強めた上層農の広範な存在が窺われる。とくにパリ盆地北部の
100ha以上層の平均農地面積は 171.8ha と，大規模に農地を集積する上層農











21) 1f1970年セソサス』によれば， とくにハリ地方 Reg旧nparlSlenneの 100ha以上層は， 全
経営数の15%を占め，農地の57%を集積してし、るロまた，後述の地中海沿岸地帯のランクドック








1人 2~5人 6~10人 11~20人 20人以上
ファンス平均 100.0% 42.7% 43.0% 10.4% 3.6% 0.4% 
パリ盆地北部 100.0 27.5 40.6 20.6 10.0 1.3 
ハリ盆地南部 100.0 37.7 41.8 15.6 4.5 0.4 
西 部 100.0 46.5 44.7 7.7 1.1 。
小作経営規模
2，...5ha 5~10h. 1O~20ha 20~50ha 50h.以上
フランス平均 1UU.U対 14.3% 15.2% 27.2% 27.6% 10.1% 
パり盆地北部 100.0 14.4 10.0 23.4 35.5 16.7 
パリ盆地南部 100.0 12.8 8.7 14.9 35.0 28.5 
西 部 1000 15.1 16.2 32.4 33.5 '2..7 
注) フランスの 小作経営あたりの農弛貸付者規模はおよそ3人 (3.1小作単位〕。平均小作経営
面積は 15.8ha。










が， 1人りみり貸し手と賃貸借関係にある小作経営は 42.7%，2~5 人は43.0%
で，この両者で大半を占めている。他方， 11~20人ないし21人以上の多数の貸
し手と係わる小作経営も4.0%と少数ながら存在している。また，小作経営の?























































22) H. de Farcy， J.Gastaldi. op. cit.， pp. 20-21 
114 (234) 第130巻第3・4号
さらに，この点は農地の流動化の実態を農民層の分解過程の視角から検討し
た第E章においても確認された。ここでは，各農業地帯の階層間の土地保有形
態や賃貸借関係の地域的特徴を分析することにより，脱農ないし経営縮小する
下層農の農地の放出のあり方や規模拡大する上層農への農地の集積方法の支配
的傾向が，地域的にも異なっていることが明らかになった。とくに指摘してお
きたし、ことは，たとえば小作関係規則の地域的適用をめぐる問題など賃貸借に
よる農地り流動化政策の政策的効果を問題とする際も，賃貸借が広範に展開し
ている借地農地帯においでさえ 括した議論はつつしまなければならないとい
うことである。下層農が農地の貸し手となわ，上層農がその借り手とLて利用
権を集積する傾向が鮮明に窺われるパロ盆地と，西部とでは，賃貸借における
貸し手と借り手の力関係が明らかに異なっている。したがって，パリ盆地と西
部では，それぞれの賃貸借関係の特徴によって農地の流動化の内容が方向づけ
られているといって過言でない。
本稿では，構造農政下のフランスで進捗している農地の流動化の実態を，勉
めて地域視角を重視して考察してきた。この問題のより詳細な考察のためには，
上記の農地政策との関連や農業内部の分析はもとより，農外の経済構造との絡
み， とりわけ地域経済構造の変化のなかで位置づけることなど，多面的な視角
からの究明が必要である。構造的不況期にある今日のフラン兄で，農地の流動
化が今後どのように展開されていくのか，より一層立ち入った研究をつみ重ね
ていきたし、。
く1982年 2月脱稿〉
